



































　　・もっとも普通の発声と、声帯振動の intensity と pitch、その相互関係
　　・輪状甲状筋の関与と、胸骨舌骨筋の関与のありかたの違い
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［第 1図］国研 60, p. 51第 8図　休止状態にある声道（X 線映画トレース図）
［第 2図］国研 60, p. 51第 9図　なが母音／ aː ／に先立つ／ m ／の持続部における声道
　　　　（X 線映画トレース図）
［第 3図］国研 100, p. 58資料上　発話の準備状態にある声道（X 線映画トレース図）
［第 4図］国研 100, p. 58資料下　／ a ／（X 線映画トレース図
［第 5図］国研 100, p. 59資料上　／ i ／（X 線映画トレース図
［第 6図］国研 100, p. 59資料下　／ u ／（X 線映画トレース図
［第 7図］国研 100, p. 150資料上　／ suː ／の／ s ／と／ uː ／（X 線映画トレース図
［第 8図］国研 100, p. 150資料下　／ su ／の／ s ／と／ u ／（X 線映画トレース図
［第 9図］国研 100, p. 151資料　／ suː ／の／ s ／と／ uː ／（動的人工口蓋図）
［第 10図］国研 100, p. 278資料上　／ huː ／の／ h ／と／ uː ／（X 線映画トレース図
［第 11図］国研 100, p. 278資料下　／ hu ／の／ h ／と／ u ／（X 線映画トレース図
［第 12図］国研 100, p. 279資料　／ huː ／の／ h ／と／ uː ／（動的人工口蓋図）
［第 13図］国研 100, p. 398資料　ア行・ヤ行・ワ行の音節（声道内気圧の変化の記録図）
　　　　　　（P ＝声道内気圧、W ＝波形）
［第 14図］国研 100, p. 399資料　ア行・ヤ行・ワ行の音節（呼気流量の変化の記録図
　　　　　　（I＝intensity、F＝総呼気流量、M＝口むろからの呼気流量、N＝鼻むろからの呼気流量）
［第 15図］国研 100 p. 400資料　パ行・バ行の音節（声道内気圧の変化の記録図）
　　　　　　（P ＝声道内気圧、W ＝波形）
［第 16図］国研 100 p. 401資料　パ行・バ行の音節（呼気流量の変化の記録図）
　　　　　　（I＝intensity、F＝総呼気流量、M＝口むろからの呼気流量、N＝鼻むろからの呼気流量）
［第 17図］国研 100, p. 404資料　サ行音節・タ行破擦音音節（声道内気圧の変化の記録図）
　　　　　　（P ＝声道内気圧、W ＝波形）
［第 18図］国研 100 p. 405資料　サ行音節・タ行破擦音音節（呼気流量の変化の記録図）
　　　　　　（I＝intensity、F＝総呼気流量、M＝口むろからの呼気流量、N＝鼻むろからの呼気流量）
［第 19図］国研 100, p. 406資料　ザ行・ナ行の音節（声道内気圧の変化の記録図）
　　　　　　（P ＝声道内気圧、W ＝波形）
［第 20図］国研 100 p. 407資料　ザ行・ナ行の音節（呼気流量の変化の記録図）
　　　　　　（I＝intensity、F＝総呼気流量、M＝口むろからの呼気流量、N＝鼻むろからの呼気流量）
［第 21図］国研 100, p. 412資料　ハ行の音節（声道内気圧の変化の記録図）
　　　　　　（P ＝声道内気圧、W ＝波形）



















































は、昔、Ladefoged が Three Areas of Experimental Phonetics という本を、もう 30年以上前に
書いていると思うんですが、それがなかなか、Ladefoged っていうのは非常にたちのいい音


































Mechanisms of Speech という厚いロシア語の本があって、その本がたまたま英訳をされて、























































　それから今度は、声にはいろんな声があって、たとえば「あ、あ、あ、あ」（［ e, e, e, e］）
という「あ、あ、あ、」（［ e, e, e］）なんていうのは、わたしは「ゆるみ声」というふうに呼
254
んでいて、声帯筋の緊張が非常にゆるくて、それから、口腔の中も緊張していない。
　「あ、あ（［ e, e］）」、たとえば英語で a pen［ e pén］というときの不定冠詞の a［ e］とか、














































































































































とを、わたしは grave accent と呼んでいます。一方さっきの輪状甲状筋の収縮によって高さ







です。「ナターシャ」〔 na tàː ∫a〕でもある。ただ、「ナターシャ」と一番普通にいうとき。
しかし「ナターシャさん」といって、こう呼びかけるときや、つよめるときは「ナターシ
ャ」〔na táː ∫a〕と、こう変わるんです。アクセントのある長い「ター」のところが高く強
くなる。「ナターシャ」〔na táː ∫a〕とこう変わったときは、これは grave accent だったもの


















はまた、京都の「テー ガ　ナ ガイ」〔 teː ga na gai〕《手が長い》というときの「テー」
〔 teː〕「テーガ」〔 teː ga〕というのは grave accent です。「テーガ」とね。「ガ」は緊張がと
れて上がっていくんですが、東京の「テ ガ　ナ ガ イ」〔 te ga na ga i〕《手が長い》と
いうときには acute accent。acute accent と grave accent はこのようにして日本語の中でさっと
交代する。途中の中間過程を通ることなく、ぱっと交代する。これは非常に大切なことです。
　こういうことを、わたしが琉球語で発見したのは、奄美大島で言語地理学的調査をしてま
して、「頭」なんていう単語を「カ マ チ」〔 ka mà t∫i〕っていうんですが、「カ マ チ」
〔 ka mà t∫i〕って、「カ」が上がって、「マ」が下がって、「チ」でちょっと上がる。これは
「カマチ」という 3音節の単語の第 2音節「マ」を下げるというところにアクセントの特徴
があるんですが、これは grave accent。それを、「えー、なんですか？」なんて聞き返すと、
「カ マ チ」〔 ka má t∫i〕と、今度は「カ マ チ」〔 ka má t∫i〕いわれてしまうんですね。
はっきりと答えようとして強調形が出てくるわけです。そうすると「カマチ」で今度は












































いことで、たとえば中国語の /si4/〔 sJː〕（第 4声）〈四〉とか、/ma4/〔 maː〕（第 4声）〈罵〉




acute accent の輪状甲状筋が緊張して、つづいて grave accent の胸骨舌骨筋がぱっと役割を交
代して緊張するということが起きるわけです。circumflex accent はこういうふうに交代する
のもあるし、逆の順序のばあいもある。先にあげた京都方言の「やま〈山〉」〔 ja ma〕も厳
密にはこの型の circumflex accent でありえますし、一方、最初に胸骨舌骨筋を収縮させてピ
ッチを低く抑えてから、最後をその弛緩によってだけではなく、輪状甲状筋の収縮によって




accent で実現されたといえます。あるいはまたこの第 3声の ma3〈馬〉の最初の上がりを強
調して発音すれば、輪状甲状筋の活動が胸骨舌骨筋の活動の前後を取り囲むことになり、こ






























　Baudouin de Courtenay（1845～ 1929）が音韻論を作ったのは、19世紀の話でしょうか。


























　母音にはり母音とゆるみ母音、tens と lax の対立があるんですけど、たとえば英語で bit


































「ア」/a/ が大きくて、「ウ」/u/〔 m〕も比較的大きくて、「エ」/e/ も「オ」/o/ も大きくて、
「イ」/i/ が小さい。これはまた重大な事実を教えてくれている。
















































いう長い「イー」/iː/ は、/aI/ になって、短い「イ」/i/ は /I/ となるとか、それから、「エー」



























（［第 15, 16図］ 参照）。 この「パ ーパ」「ピ ーピ」「プ ープ」「ペ ーぺ」「ポ ーポ」/pa
ːpa, pi ːpi, pu ːpu, pe ːpe, po ːpo/ っていうデータですね。
　/pa ːpa, pi ːpi, pu ːpu, pe ːpe, po ːpo/ というふうに私が発音しているんですが、どういう
ことが起きているのかというと、破裂音 /p/ の持続部において、口腔内圧が上がってるわけ
ですね。どのぐらい上がってるかっていうと、えーっと、80H2O とかですね。そのぐらい
上がっている。これは有声音と無声音とでは違っていて、下に /ba ːba, bi ːbi, bu ːbu, be ːbe, 










（司会（安部）　「おわかりになりますか？   M のほう。上下二段に波形みたいなのがあって、
下のほうの波形の真ん中が 0（ゼロ）になってますけど、右っかわのとこに M ってあるの
が mouth の、つまり口腔のほうから出る方で、N のほうが nasal の N で、鼻腔の方から出
る気流量を示すグラフになってるんですね。はい、すいません。」）









側が無気音、上の図は左側が /pa4/（第 4声）、それから右が /ba4/（第 4声）ですね。それか
呼気流・呼気圧と調音音声学
267
らその下が /ka1/（第 1声）、/ga1/（第 1声）となっていますが、声門上圧では無気音のほう
で、いずれも破裂の瞬間にすとんと声門の上圧が落ちてるっていうのがよくわかる。すとん




がる。そういうふうになっていく。/ka1/（第 1声）と /ga1/（第 1声）ではちょっとかなり違


















　ついでに同じ朱　春躍さんの日本語の破裂音の有声音・無声音の違いをしめす /da/ と /













　それから、母音の「ア」/a/ と「イ」/i/ と「ウ」/u/ のトレース図（［第 4, 5, 6図］）がここ
に挙がっていますが、このなかでちょっと注意していただきたいのは、口蓋垂の上がりかた








　で、その次のページにいきまして、その次のページは「ス ース」／ su ːsu ／という、標
準語の「ス ース」／ su ːsu ／という無意味音節ですけど、「ス ース」／ su ːsu ／という音
声の X 線のトレース図（［第 7, 8図］）と、それから動的人工口蓋の記録図（［第 9図］）と
を示したものなんですが、なぜこれを選んだかといいますと、「ス ース」／ su ːsu ／（私
の音声表記では〔sJ ːsJ〕）と発音するときには音声器官がほとんど動きませんから。他の母
音だとか、他の子音の場合には音声器官が非常に忙しく動きますから、従って他の要因が入
ってしまって、なかなか正確な観察ができません。で、こういう発音は、この／ su ːsu ／
という発音と、もう一つ、次の／ hu ːhu ／という発音（［第 11, 12図］）の二つは、音声器
官がほとんど全く動かないままの発話がたまたまなされているので、そういう発話をここで
例にとったもので、そこで声道に何が起きているのかを見るための最適なデータなんです。





































「ス ース」/su ːsu/ という、音声器官がほとんどまったく動かない発音の中でわずかに動い
たのは舌先の口蓋への接触面積にわずかな違いが生じていたことのほかに、摩擦音 /s/ の区
間での喉頭腔の容積のわずかな増大と、口蓋垂のごくわずかな上昇とが観察されるわけです。




　それから、その次に「フ ーフ」／ hu ːhu ／という発話（「夫婦」と同音）を見ましょう。
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これも音声器官が動かないという条件を満たした発話の例であります。その次のページの／
hu ːhu ／〔Ф mː Ф m〕です（［第 10, 11図］参照）。こちらの方は／ hu ːhu ／〔Ф mː Ф







が起きるわけです。「フ、フ、フ」〔h m, h m, h m〕っていうようなときの「フ」〔h m〕のとき
はほとんど起きてないんですが、「フー」〔Ф mː 〕と息をすこし強く吹けば口びるの摩擦音
が生じる。これは方言によって微妙に違って、摩擦音があったり無かったり。東北に行くと
むしろ「フ、フ、フ」〔h m, h m, h m〕とやや口びるの開きがひろくなって摩擦音が起きない
なんていうこともあると思いますけども、標準語の「フ」/hu/ っていう場合、普通、口びる
の摩擦音が起きている。そのことは、［第 21, 22図］で口むろの内圧が「ヒ ーヒ」/hi ːhi/
〔çi ː çi〕と「フ ーフ」/hu ːhu/〔Ф mː Ф m〕で高くなって、「ハ ーハ」/ha ːha/〔ha ːha〕
では高くないということをご覧頂けると思います。それから「ハ ーハ」/ha ːha/〔ha ːha〕,
「ヒ ーヒ」〔çi ː çi〕/hiːhi/,「フ ーフ」/hu ːhu/,「ヘ ーヘ」/he ːhe/〔he ːhe〕「ホ ーホ」/
ho ːho/〔ho ːho〕というときには , すべて /h/ を発音するときには後続する母音の口の構え
が完成していますので、/h/ の音色は後続の母音ごとにすべて異なることになるのですが、
そのうちの /hi/ と /hu/ の場合には、母音 /i/ と母音 /u/ の声道にそれぞれ狭い狭めがあるた
め、その個所を /h/ のための母音の場合より強めの気流が通るときにそこで摩擦音が生じ、
そのために開いた声門で生じる摩擦音〔h〕はマスクされて、聞こえるのは摩擦音〔ç〕や
〔Ф〕となるわけです。ただしトレース図では確認できませんが、/hu ːhu/〔Ф mː Ф m〕の
場合、特に大きい声で発音したばあいには、唇の間を通るほほを膨らませる力のある強い気
流によって口びるが前に押し出されるような変形は起こりえます。なお／ hu ːhu ／〔Ф mː 

















観察できるようになっていて、国研報告 100では、解説文の方は個々の /CV ːCV/ という
発話ごとに知りえた事実のうちのごく一般的なことがらを簡単にまとめてあるだけなので











　なお個々の /CV ːCV/ という発話の間に短い休止をおいたのは、先行する発話の影響が
後続の発話に及ばないようにするための措置であり、またすべての /CV ːCV/ の発話を文
頭、つまり文というという音韻論的な単位の最初の位置という、規範的な音声を観察する
のにもっとも適していると判断される条件にそろえるためであります。音声の実験でよく
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Air Stream, Air Pressure and Articulatory Phonetics
Yukiko UEMURA
　This is a record of the two lectures given at Gakusyūin University in Tokyo on June 24, 2006, and at 
Okinawa University in Naha City, Okinawa, in a regular monthly meeting of Okinawa Center for 
Language Studies（OCLS）on January 27～ 28, 2007.
　The topics discussed are as follows:
（1）respiration in general,（2）expiration at the time of speech,（3）sub-glottal air pressure and 
muscular controls of the glottis,（4）articulatory movements in the vocal tract when producing the vowels 
and the consonants,（5）conclusions, and some suggestions for further research.
　Various kinds of articulatory and acoustic data provided by experimental phonetics are shown, including 
tracings of X-ray cinema films, dynamic palatographic data, etc. In addition, based on these discussions, 
supplementary remarks are made on the studies of segmental and suprasegmental phonemes of Japanese 
and some other languages.
















［第 1 図］国研 60, p. 51 第 8 図　休止状態にある声道（X
線映画トレース図）
［第 2 図］国研 60, p. 51 第 9 図　なが母音／ a: ／に先立つ／ m
／の持続部における声道
（X 線映画トレース図）
［第 3 図］国研 100, p. 58 資料上　発話の準備状態にある声道（X 線
映画トレース図）
［第 4 図］国研 100, p. 58 資料下　／ a ／（X 線映画トレース図）
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［第 5 図］国研 100, p. 59 資料上　／ i ／（X 線映画トレース図）
［第 6 図］国研 100, p. 59 資料下　／ u ／（X 線映画トレース図）
［第 7 図］国研 100, p. 150 資料上　／ suː ／の／ s ／と／ uː ／（X
線映画トレース図）
















［第 9 図］国 研 100, p. 151 資 料　／ suː ／の／ s ／と／ uː ／（動 的
人工口蓋図）
［第 10 図］ 国 研 100, p. 278 資 料 上　／ huː ／の／ h ／と／ uː ／
（X 線映画トレース図）
［［第 11 図］ 国 研 100, p. 278 資 料 下　／ hu ／の／ h ／と／ u ／
（X 線映画トレース図）
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［第 12 図］国研 100, p. 279 資料　／ huː ／の／ h ／と／ uː ／（動的人工口蓋図）
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［第 13 図］国研 100, p. 398 資料　ア行・ヤ行・ワ行の音節（声道内気圧の変化の記録図）
（P ＝声道内気圧、W ＝波形）
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［第 14 図］国研 100, p. 399 資料　ア行・ヤ行・ワ行の音節（呼気流量の変化の記録図）
（I=intensity、F= 総呼気流量、M= 口むろからの呼気流量、N= 鼻むろからの呼気流量）
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［第 15 図］国研 100 p. 400 資料　パ行・バ行の音節（声道内気圧の変化の記録図）
（P ＝声道内気圧、W ＝波形）
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［第 16 図］国研 100 p. 401 資料　パ行・バ行の音節（呼気流量の変化の記録図）
（I=intensity、F= 総呼気流量、M= 口むろからの呼気流量、N= 鼻むろからの呼気流量）
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［第 17 図］国研 100, p. 404 資料　サ行音節・タ行破擦音音節（声道内気圧の変化の記録図）
（P ＝声道内気圧、W ＝波形）
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［第 18 図］国研 100 p. 405 資料　サ行音節・タ行破擦音音節（呼気流量の変化の記録図）
（I=intensity、F= 総呼気流量、M= 口むろからの呼気流量、N= 鼻むろからの呼気流量）
呼気流・呼気圧と調音音声学
287
［第 19 図］国研 100, p. 406 資料　ザ行・ナ行の音節（声道内気圧の変化の記録図）
（P ＝声道内気圧、W ＝波形）
288
［第 20 図］国研 100 p. 407 資料　ザ行・ナ行の音節（呼気流量の変化の記録図）
（I=intensity、F= 総呼気流量、M= 口むろからの呼気流量、N= 鼻むろからの呼気流量）
呼気流・呼気圧と調音音声学
289
［第 21 図］国研 100, p. 412 資料　ハ行の音節（声道内気圧の変化の記録図）
（P ＝声道内気圧、W ＝波形）
290
［第 22 図］国研 100 p. 413 資料　ハ行の音節（呼気流量の変化の記録図）




p. 23, 図 3　中国語有気音・無気音の調音生理実験データ
［第 24 図］朱春躍（2005）同上 p. 45, 図 14　日本語有声音・無声音の調音生理実験データ
